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６．第５期静岡市水素利活用促進アクションプランの全体像について 2

【４つの取組の2030年度の目指す姿】
（１）共通
●水素の利活用を身近に感じ、水素の社会受容性等が向上している
●首都圏と中京圏を結ぶ東西エリア全体の普及をけん引する中間地
としてのインフラが整備され、必要な需要が創出されている

（２）港湾部
●CNP形成計画に基づく清水港の水素・燃料アンモニア等の次世代
エネルギー拠点を形成するための受入環境の整備が進んでいる

（３）都市部
●小規模分散型水素製造・循環システム等の導入により、水素エネ
ルギーの面的整備・利用システムの構築が進んでいる

（４）山間部
●市域で研究が進んでいる水素利活用技術を支援することにより、
水素市場における競争優位性を持つことができている

【各プロジェクトの目標】
（１）共 通 水素ST３箇所、モビリティの水素需要300ｔ/年、

燃料電池13,500台

（２）港湾部 清水港周辺における水素サプライチェーン構築
（港湾特有の多様なモビリティに向けた供給体制の整備）

（３）都市部 水素エネルギーの面的整備・利用システムの構築

（４）山間部 山間部における自立分散型エネルギー供給システムの確立

➢ アクションプランは、第３次静岡市地球温暖化対策実行計画で示したリーディングプロジェクトの各取
組の目標と、静岡市の具体的な取組内容、スケジュール、指標を示すものとして作成します。

➢ これまでの成果や課題を踏まえ、2030年度の目標を設定した上で、２か年の計画期間とします。



７．アクションプラン（３）都市部の取組「水素エネルギーの面積整備・利用システムの構築」 3

【2030年度の目指す姿】

➢ 小規模分散型水素製造・循環システム等の導入によ
り、水素エネルギーの面的整備・利用システムの構
築が進んでいる

項目
2024
実績

2026
目標

2030
目標

水素エネルギーの面的整備・
利用システムの構築 ー

将来構想の
策定

実証実験の
実施

【目標（アウトカム）】

取組内容 2025年度 2026年度 2026目標（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）

１ 小規模分散型水素製造・循環システム等の導入
（１）導入施設の候補選出 将来構想の策定

２ 水素エネルギーの面的整備・利用システムの構築
（１）先進事例研究 将来構想の策定

【アクションプラン】

【参考： システム構築イメージ図 】

技術革新状況の把握と市域での導入検討

技術革新状況の把握と市域での導入検討
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